
報道機関各位

（埼玉県政記者クラブ・さいたま市政記者クラブ 同時発表）

５月は赤十字運動月間
～若手赤十字職員が“現場を伝える”街頭広報、献血、防災体験～

日本赤十字社埼玉県支部

令和８年５月７日

【連絡・問合せ先】
  日本赤十字社埼玉県支部 西野・山田  TEL:048‐789-7103（携帯）090-7255-1766
  E-mail：koho@saitama.jrc.or.jp TEL：048-789-7117 FAX：048-834-1520

■取材について■
ご取材いただける場合は、以下の連絡先にご連絡ください。電話等による取材も可能です。 
その他ご不明な点がございましたら下記までお問い合わせください。

日本赤十字社埼玉県支部（支部長：大野元裕埼玉県知事）は、赤十字にゆかりのある5月を「赤十字
運動月間」と位置づけて、活動へのご理解とご協力を呼びかけます。

今年は、災害や紛争など国内外で人道支援の重要性が高まる中、“実際に活動している現場”を体感
できる機会の創出に重点を置き、若手職員による街頭広報や献血会場との連携、防災イベント、施設
見学などを展開します。

参考
過去の街頭広報の
様子

若手職員が中心となり、災害現場で使用する救護服を着用し、通行される方へ直接呼びかけを行います。
現場で活動する職員の姿を通じて、赤十字の活動をより身近に感じていただきます。
公式キャラクター「ハートラちゃん」も登場し、募金活動も実施するほか、埼玉県赤十字血液センター
と連携し、浦和パルコ前にて献血バスによる献血会場を設置します。
街頭広報と併せ、「支える」と「つなぐ」の現場を同時に取材いただけます。

日 時令和8年5月14日（木） 10:00～11:15／13:45～15:00
場 所 JR東日本 浦和駅東口

①赤十字職員による街頭広報＆献血

■ 赤十字運動月間 （期間）令和8年５月1日～5月31日

取材可能

【取材ポイント】
• 赤十字職員が浦和駅前に一堂に会し、現場での活動や想いを、直接お伝えします
• 実際の災害現場で使用する救護服を着用し、“現場のリアリティ”を伝達
• 献血会場と連動し、「いのちを支える現場」を同時展開
• 防災イベント(5/23・24)では、大型救援車両展示や救命体験など実施



ショートムービー
二次元バーコード

特設サイト
二次元バーコード

■ 赤十字運動月間について

5月は、日本赤十字社の前身である「博愛社」の創設日（5月1日）
および創始者のアンリー・デュナンの誕生日（5月8日）にちなみ、
「赤十字運動月間」と位置づけられています。
赤十字は、「苦しんでいる人を救いたい」という理念のもと、

国内外において災害救護や医療支援、こころのケアなど、幅広い
人道活動を展開しています。

■ 赤十字の災害救護活動
災害時に直ちに救護班を派遣し、医療救護活動を行います。
いざという時に備え、日頃から訓練や研修を通じて救護員の育成に努めているほか、
県内各地に救援物資や救護資機材を配備しています。

【常備救護班】
県内３赤十字病院 １０班
※全国に487班

【令和６年能登半島地震への活動】
発災直後から活動を開始。
県内から医師、看護師、薬剤師等
１２９人を派遣

令和８年度
ポスター

上白石萌音さんを
今年度も起用

②越谷レイクタウン防災フェス

災害時の対応や備えについて、体験型で学べるイベントを実施します。

【主な内容】
・大型救援車両の展示・乗車体験
・AEDおよび心肺蘇生人形を用いた救命体験
・親子で参加できる「赤十字ビーズブローチ制作」

取材可能

日 時 令和8年5月23日（土）～24日（日）
  10:00～16：00

場 所 越谷レイクタウン アウトレットQ駐車場



取材案件名
① 赤十字職員による街頭広報＆献血

② 越谷レイクタウン防災フェス

御社名

部署名

担当者名

連絡先

※今後当社から取材関連の

ご連絡をさせていただきます

TEL ：

e-mail：

媒体名

取材目的・ご希望

放送・発行予定日
□ 令和 年 月 日
□ 未定

スタッフ数・機材
人

（ □ カメラ ・ □ スチール ）

放送・発行内容の転載可
不可

□ 可 ・ □ 不可 ・ □ 応相談

駐車場の要・不要 □ 要 ・ □ 不要

取材連絡票
FAX：048-834-1520

該当する方へ
丸を付けてください。
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